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握っている状態 離した状態 

押し下げている状態 離した状態 

 

 

■新形式車両の建造 

2009 年度は 9300 系 40 両を導入し、6300 系の京都線

特急車をすべて 9300 系に置き換えました。 

2010 年度は、神戸線と宝塚線にそれぞれ 9000 系車両 

を 8 両導入します。 

 

 

 

 

 

■既存車両の改造工事 

7000系 8両、5100系 8両等の大規模改造工事を実施し、

バリアフリー化やサービス及び保安度の向上を進めてい

ます。 

2010 年度は、7000 系 8 両の大規模改造の他、2011 年 7

月からの新技術基準の施行に伴う工事を進める計画です。 

 

 

 

 

 

 

■運転状況記録装置 

    2006 年以降に導入した 9000・9300 系車両のモニタ装

置には、技術基準で定められた運転状況記録装置に関す

るデータ（時刻･速度･位置･制御･ブレーキ･ＡＴＳの動作

等）を保存する機能を設けています。（全 96 両） 

その他の既存車には、2007 年度から当社で開発した運

転状況記録装置の搭載工事を進めており、省令に定めら

れた車両すべてに搭載する予定です。2009 年度末現在の

設置工事の進捗率は 500/1311 両です。 

 

■運転士が運転不能に陥った時の安全対策 

    万が一、列車を運転中の運転士が何らかの原因

で運転不能に陥った時に、列車を安全に停止させ

るよう、すべての運転台のハンドルには、手を離

すことによって車両を自動的且つ急速に停止させ

るデッドマン装置を装備しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.2.6 新形式車両の建造・既存車両の改造工事 

3.2.7 その他 

C#9306×8 連 C#9307×8 連 C#9308×8 連 C#9309×8 連 C#9310×8 連 
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非常通話装置 
  ■車内での非常通報システム 

    車内で急病人や非常事態等が発生した場合に、乗務員

に通報できるよう、全車両に非常通報装置を設置してい

ます。また、乗務員への通報とともに、直接、乗務員と

通話ができる非常通話装置の搭載も進めています。 

2009 年度末現在の設置工事の進捗率は 768/1311 両で

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ■架線断線事故対策 

    列車は、動力源である電気を架線から受電して走行しています。こ

の電気を安定して架線に送るため、22 箇所の変電所と 1 箇所のき電室

を設けています。それぞれ送電を受け持つ区間があり、区間と区間の

間は、通常、電流が流れない仕組みになっています。この部分をセク

ションといい、ダイヤ乱れや事故等によって列車が区間を跨って停車

した場合、電位差がありどちらか一方の架線とパンタグラフの接触が

不完全になれば、アークが発生する恐れがあります。この状態が続く

と架線が溶断する恐れがあるため、セクション部に列車が停車しない

ように、従来の始端（赤色）終端（緑色）の標識に加えて、セクショ

ンをわかりやすく明示する注意喚起の注意標（黄色）を設けています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■軌道強化工事 

 本線曲線部のまくらぎのＰＣ（プレストレストコンクリート）

化を推進しています。また、分岐器の改良（耐久性）等、軌道

の強化を進めています。2009 年度は下記工事を実施しました。 

・中山駅～山本駅間曲線ＰＣ化 

・王子曲線下り･蛍池北曲線下り･木川曲線上下ロングレール化 

 

 

 

警報・通話 警報 

セクション A 区間 B 区間 

進行方向

終端標識 セクション注意標 始端標識 

10 両分 区間標 掲出








